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間伐生産の組織化と森林組合経営の展開に関する研究

治:111村森林組合を事例として 一

枚悶 ~:I~宏・藤原一

Systematic logging and distribution of thinned logs， 

and its effect on the development of forest owners' association management 

-A case study on Miyagawa-mura fores凶 wners'associa tion in Mie prefecture-

Kunihiro HIRATA ， Mitsuo FUJIWARA 

要

本研究では，ミ三三猿賎沼jバ"リ;村4森蘇.林総合4やを司欝3例lにζして，…森琳林組合を綬鷲

経営行動カか〉ら問f伐え生i控墜及び閥f伐支流i通滋の構浩とその!成戎巣4を伊旨引i明列らかiにζしようとしTたこものである o 結論

としては， r間伐生産の11，で競艇のメリットが発陣される過程は，断水流通および製品販売過線で

あり，そ ζにおいて森林組合が事業として参入する経済的な艇拠をもらうる。官111村森林組合は

加工過程在含む製品販売過艇を抱い， /J、径材の;需要拡大と断結のi]Iき一J:Jfi'通じて，地域の|羽伐

材技!涯に寄与している。

1 はじめに

l … 1 rl司伐開館の所在

近年，地球レベツレて。の森林保全から都市住民の身近かな森林の生活環境保全機能への期待まで，

森林に対してl踊広い国民の関心が寄せられている。その一方で，水材の利用i'問的とした林業住

院は縮小の傾向にあり，新たな造鉢fごけでなく，既造林地への保宵投資の停滞もみられる O 乙の

ζとは，森林のもつ外部効果の発揮に致の影轡ぞ及ほ、す可能性金含んでいる O そして， ζ うした

問題が集中n"Jt乙現れているのが間伐である。

人工林面積は1，000万ha!ζ述し，緊急に第--@日のi剖{えが必要とされる磁結は140万haを越え

ている九 i加え必要林分の多くは1950年代後半以降l乙造林されたものであり，戦前と比較し

い植栽密度を一般的とする。たfごha当たり機栽搭度3，000本程度の場合，森林の保全上，出i伐会

必須とするとの断定は関長u:である九少なくとも確かなζ とは，間伐を実行した方が森林保全に

より有効であり，また，現在の木材価格を前提にするi浪り，林水の形斑成長との関係からより
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い林水倒{自主与実現できるという点である O しかし，より翠裂なのは， I間伐は必裂な施業だとの関

民の合意:が形成され，政策的にも実行Ie:.f多されている点にある。

さて，造林政策の1:j:1で，間{えは今日の人工林1器製上もっとも裂な課題であると{立i設づけられ

ているo では，政策は「間伐問題Jをどのように抱え，いかなる間伐施策を打ち出してきたのか。

「間伐問題jの捉え万と施策の変化について盟解ぞ深めておζ う。

間技施策がはじめて11:1されたのは1970年代に入ってからである。翁部i時時，外材の急

進進.出;に乙よる間{伐免材 (ωIJ小jト、?経釜i材イ)潟張の縮小と仙釧.格の低迷から，積i鋭的に拡大造林を行ってきた林家

にとって，間伐収入からの所得形成は闘員mとなった九 ζ うした状況において，政策的には rl部
伐問題j は間伐材の販売・流通Ib~題としてまず、浮上した。 1971年(以下71年と略す)の「間伐事

業対策jおよび73年の「林分改良開発事業Jでは，地プ引き治体による!間伐災施計閣と作議選網設

計への助成に止まったものの， 75年には水質住宅工法の開発， 761ドモデル的加工処理能設設綬へ

の助成が間伐施策iζ躍り込まれる九そして， 771:1三i乙「間伐材安定流通提進パイロット

財閥法人日本木材技陥センターの突腕事業への助成，また，開設材施設への助成など， 1潤{支材の

流通と販路の開拓脅目的とした施策が明示的l乙打ち出主れるのである。すなわち， 70年代の開伐

施策の嬰な内容は，林分の'51.地条件を改脅し生成コストを低下させるための林道・作業滋開設，

[m伐材の流通安定化，および稲艇と技術開発への助成に遺点がおかれた。

しかし，販売・流通|時閣としての「間伐問題」への胞策の対応は， 80年代に入って少なくとも

相対的には後退していく o r偶?詰渇間!fJ別H伐j免却之討訪誠!j託施1i必{包g脱賞敢3のi呼j十吟1川川叫1，川，[ι[乙:

「円!商{伐北促込瀧f総合対策J， 85年からの「新開伐能進総合対策」や「間伐場;林業情性化緊急対策事業J
など.での間伐作業への接的な補助金支出へと変化するので、ある。森林総合整備事業は造林，保

育作業の一環として除伐作業の延長において矧伐を取り込んだものであり，森林綾備に施策の問

的がおかれている。 ζれに対し， li'{tiかに間伐{間接総合対策は，間f支の促進とともに，関税材の流

通・加工・利用の総合的実施をめざした補助体系であり， 701:1::代の間伐政策の湾え方ぞ…当日引き

継いでいる O さらに，新日SJ伐促進総合対策では， r間伐材の利用システムの開発Jを掲げ諮裂の

拡大ぞも目指すものである。しかし，間伐材の流通・加:仁義雄怒備だけではなく， J院議の可能性

イをもっ間伐に泊〔接助成が行われるようになった ζ と，森林鍛純計献と間伐生態を連絡し，森林整

備計闘に沿って間伐を推進する ζとが擦り込まれたことが， ζζでは議嬰であろう o 少なくとも

政策としては，間{えは収益イ量生み出さず森林整備の一環だとの基本認識ぞ示したことになる。

方，森林組合ミ撃事業笑行現場においても，多くのJ~合，新i間伐促進総合対策の事業は森林総合鵡

備事業と悶列に認識されており，乙のfmからも， rll1l伐問題」は，森林資源蝦備期是認ないし森林

保全問題の様相ぞ強めていると盟解できるのである O

政策の森林紫掠製備への{境斜と拡大去を可能にした要i羽の論つには，はじめに述べた国誌の森林

保全への要務の高まりと公的資金の支出への合躍があると考えられ，乙のζ とは間伐の促進にプ

ラスに作用している。とすれば間伐成果ぞ高め補助効率を上げるとともに，可能性としての林業

生総およひ千本家所得の拡大を図る上から，問戊1m産自は，再び林業内部のIf守閣として，間伐実行毛色

間伐材の流通・販売へとし、かにつなげていくかに保わって存寵する乙とになる。

1 -2 課題と方法

11号伐および間伐材流通において多くの場合，森林組合は重裂なi樹立を占めている o I加え引っ援は，

i羽伐計図iの作成，閥伐水の選定， f免倒，搬出，巡材，時伐材販売，そして加工および製品の販売と

いう多くの過艇から成立しており，計値iの作成から最終製品の!桜花まて情?りなく流れること
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嬰である。森林組合はこのすべてそ担うこともあり，また地域の林家，素材佐渡禁容， I瑚伐材加

工業者，木材市完了11場など、の活動状況に!忘じ分業体制jぞとることもある。本論文では森林組合が

中核となって開伐と!間決材のj流通にかかわっている三窓際協川村を事例的に取り上げ，森林組合

による関伐および間伐材流却がどのように進行し成果を上げているのか，またその乙とが森林組

合経営の展開にいかなる作用をもたらしたのか，を課題として検討する。

ζのような課題ぞ追求する上での謀本的な視点は次の 2つであるo 第…i乙森林組合は森林所有

者の協同組織であり，森林組合による間伐および間伐材流通の取り組みが組合員にいかなる利益

ぞ生み出しているのか。第二に，森林組合も内部に従業員脅かかえる経営組織であり，組織の維

持・拡大のために他の企業と間じ論理で住践を編成し市場対応ぞ行う必袈があるが，そこにおい

てp どのような経常行動をとっているかでゐる。この 2つの視点のいずれに護点在おくかで，議1

の組み立ては大きく成立なってくる。本論では，第この視点からの分析に重きをおき，その結果と

して第一の視点からみた場合の問題点がどのように現れているか後指摘するスタイルをとった。

なお，分析に用いたのは，宮川(村)森林組合の資料および聞き取り調査結果，林家および素

材生臨業者からの開き取り調査結果，そして三瀬谷木材(株)と(有)九天木材市場の販売資料

である。

2 宮川村における間伐と間伐材流通の概要

宮川村は三三重県中部部l乙{立置し，大杉谷，領内，萩隙という 3つのi日村から構成されている。

村内の主要道路は大台111]内でj議選42号線から分岐した娘道で大杉おおよび飯高IsHζ通過している

が，主裂は交通は大合i町さらには松阪市方嗣と結cfついている。就業人口は， 65年の2，960人が

85年には2，391入に減少している。龍業加に就業者数の変化をみると第ニ次臨議，第三次臨業で

はζの開ほとんど変化がなく，第一次龍梁の就業者数の減少が著しい。しかし，村内の第ニ・三

次賎業の瞬間力は翻く， 85年の第一次産業の就業者数が579人と金際業の24%までを占めている O

なお，羽生ドの林業の就業者数は336人で¥依然大きな就業機会主を提供している o

森林崩艇は約30千haて。総土地関積の96%を占めている O 森林のうち民有林が24千・ha，民有人

工林商阪は13'Thaで，人工林率は約55%で、ある。また，民有人工林の齢級構成をみると，間伐対

象の IV'"瑚齢級の林分が人工林の64% までを I~íめる。標準的な人工林総業方式は，植栽本数(ス

ギ，ヒノキとも)は5，000本/haで、あり， I間伐は16年般から35生存症にかけて S年に一一度400から

表-1 宮Jl I~せの潟伐災行証言簡の地移
司1位:h a 

間伐限j悠造林関係 v誌単独
年波総合対策補助事業 lfl~ $提 訴事、資 Jその他合計
81 200 500 
82 200 89 35 171 495 
83 200 89 8 20 80 395 
84 200 72 10 16 78 376 
85 200 21 28 27 61 337 
86 300 50 29 45 424 
87 305 97 33 435 
88 311 104 60 475 

資料立県林政~栄
注1) 1981年度の区分別立五磁は不明

2 )造林関係総助司33憶には森林総合盤総事業~~îが含まれる

600本腰度ずつ行うのがよいとされ

ている O このような臓業を行うた

め，先満な lì~伐材を生践しやすく，

間伐材の最も iト心的な利用品目は

足場丸太，抗・支柱丸太で-ある。

さて，笹川村の間伐実行状況を

抱揮する資料はそれほど多くない 0

81年の間伐促進総合対策の実施に

1'1"って，毎年実行壌が綿資される

ようになった。表-11乙本すよう

に， I間伐は85年後底にして年間300

から500ha実施されている。少なく

とも 82年には，補助事業だけでな



く，自己資金による|現伐もかなり行われていたが，近年は

補助事業での実行がぽ倒的である。ちなみに， 88年度の補 官

141 

90万本釘万本

助iお伐事業の内訳は次のようになっている。森林総合披 1m 

(以下森総都議と略す)での除問伐実行出脳は83 111 

ha，事業授は749万円で滋総会事業授の19%を占めている。

また，間伐{足進総合対策(以下II抗告事業と111告す)では311

haの間伐ぞ実施し，事業費3，650万円であった。この 8年

期平均の陥j伐面積430haは間伐対象人工林出耐の約20分の

lであり，平均的には16----35年度で]聞は|現役が実行され

ている計算となる。ただ， 5年に一関の持IJで関投を行うの

が林水の形質上好ましいとされる本村では，このやに 2問

日以降の1m伐ぞ実施した林分もあると湾えられる。従って，

これらの数継は必ずしも良貯な1m伐実行状況必示すものと

はいえないだろう。なお，娘i流出・によれば， 1m伐材の利用

6割程度である。

林

~ 

14.7ii本

I滋 1 奈川 11'1躍の!行]伐小後材の流通
筏路(1988年度)

資料:三瀬谷水材・丸子ミ木材市場・間
111村森林組合資料および開き取
り

a:: *1は市場は、三瀬幸子水材とメし天
水iYl市場であり、その他染者に
は、 f仰向un'滋林組合、足場丸太
流i滋業務が合まれる。

次i乙間伐併の生産・流通状況に触れておζ う刷。'自JlI村の間伐材は，口が3cm以上，元日が

8"-10Clηで民主4.5m以上の足場丸太mか，あるいは杭加工If:Jの小筏材としてこ生能主れる。 ζ

のような間伐小筏材は， f文{f~ ，禁IJI支， i:l:¥材， )資材，検寸，連材という生産工諮る台へで木材市場でl坂

されるのが一般的である α ただ，森林組合作業成あるいは林家が伎j定金行い，森林組合加工b仮
設へ直接搬入する場合には制1え 1設す，造j司令省略する場合がある。{支部は 4月下旬から 8月

までのf?HJ支や剥ぎやすい11羽田に集111 し，伐{f~ ・争Ij皮後は数カ月間林土ttlで乾，~;!Ù おせたのち，林滋tJ;M

まで入力あるいはジグザグ架線で築材する。 ζのため，躍(搬出)お;は秋から冬にかけて多く，

らi援にかけて少ない。

jまi… 1は，宮)lI ;jせの 11\H~小筏材の流通経路ぞ示したものである。開伐小筏材の一次流通は，林

家がU:1接生践し市場出消するル…ト， i林ネ:家家が紫i材イ投控:距3議誌者と1虫7工:水あるしい、刈{はf法ま刻J、オ桝1
しι'素材金践3業濃主提尚者者縛が (f伐免{悩f到1と)擦必避.材材'/i:を行つて市市‘場出荷する/ルレ一ト'滋林組合が受託あるい

取り賎し森林組合加工場に直接搬入するルートの 3つから措成される。宮1111寸全体での年間部i
伐材生産;臨刻々30万本と推定され，そのうち林家が16万本，裁は強磁識者が10万本在住競し，近ー

年増加{頃i向にはあるとはいえ森林組合闘'散の生産本数は 4万本限度にとどまっている O 林家，

と一次流通の中心在担う。そして，路伐実行シェアもほぼこの本数l乙従うと

えて大きな間違いはない。一方大台町にある 2つの木材市売市場の取般い議は， R司辺市町村・か

らの出荷分とを含めて，年間約90万本にのぼり，足場丸太生産シェアが金閥的に商い三翠i県内でも

段大焼肢の市場を形成している O

なお，宮山村森林組合は年間，乙の 2市場から合わせて 9万本の足場丸太泊，杭丸太用!点*を

購入している。

3 r間伐および間伐材流通の組織化と森林組合経営の牒開

3 1 獄~H~組合の経営組織と綴;討の紙製

88士f::8月まで宮111村には 2つの森林組合があった。一つは大杉谷森林組合であり，もう一つは

!日館内村， 1日荻原付金管轄する宮山森林組合である。まず， IFJ 2森林組合の経常展開と作業班組

織について簡単にふれておζ う(表-2 )。
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表-2 '，IiJIII'大杉谷森林総合の級官・指標と作業政f員数の般移
単位:千円， %，人

70 72.843 18.3 42.5 9.147 15 30 2 25.083 45司9 8.9 5.614 14 10 
75 168，861 4l.0 42.9 19，070 20 34 37，732 57.8 25.9 15.750 27 11 
76 176，063 34.4 45.1 20，139 18 21 2 59，501 62.1 23.0 17，544 23 12 
77 281，330 49.2 37.1 20，886 19 20 4 54，049 54.1 27.6 18，277 20 11 
78 225，193 24.9 54.5 25，907 19 18 8 162.583 49.8 30.4 19，548 17 11 
79 216，054 46.7 32.9 29.281 16 16 6 9l.994 45.4 29.4 20，804 11 8 
80 272，155 50.0 37.2 27，945 12 16 10 109.960 43.5 37.6 24，600 16 8 
81 254.728 61.7 27.9 40.850 13 30 10 76.243 49.3 35.9 21.900 13 5 
82 360.266 58.5 27.5 36.793 9 16 10 8l.985 43.7 46.5 26.372 13 5 
83 459.184 31.2 56.5 40.589 10 17 11 106.126 33.1 57.4 25静153 11 6 
84 413，523 67.2 24.1 40.316 10 17 11 52.034 53，2 36.0 26.432 10 5 
85 501.999 70.0 24.7 48，861 10 15 15 60，796 34.9 55.4 28，089 10 、円J 

86 493，257 68.9 22.3 49，822 9 14 16 68，620 49.9 43.2 35.417 8 7 
87 542.693 45.6 50.0 52，868 10 13 16 70.262 47.9 42.6 34.890 8 8 

佼料三l交際綴林組合統計そ!f1:f::i支11反
お:1)部門別手品H:t二本とは、各部門の利孫衛~殺事業利線復iで\I;IJ ったもの

2) 88年j邸主自Jl I~林組合(4/1---8/31) ，火杉谷森林総合(4/1'"'-'8/31) ，白川村滋.j<，f;紛合(9/1---3/31)
の合終的である

大杉持森林組合は87年度末現犯で組合員数280名，出資金鎖1，006万円の小規綴tJ.森林組合であ

り，部門担Ijの利益額比率は，版予定部ド1]と利用部門がほほ40%台で均慨している o しかし， ζの問

の部門別の手1)主主上七平は販売部門で低迷，利IlH加111でJ::界してきた。 ζのζ とは作業班員数の変化

にも現れ， 75年の伐I:lJ関係27人，造林関係11人の作業主在員数は， 87年には伐出，造林関係とも8人

lζ減少している O 近年は，議総事業やh¥iJ総事業の受託生践に比嘉ぞ移してきた。

官JII森林組合の87年度米現在の組合員数は588名，出資金額は2，016万円であり，古川I3JJIj

の利雄額比本の変化をみると，加工部門を含む販売部門で上昇，利用部門では{底下1~質 1mtaたどっ

て念た。作業班良数は，溶f~~および{支出班員がともに減少する一方，加工場従事者は毅突に増加

している。のちに詳しく述べるが，協111森林組合の絞営は小筏材の加工場拡充にともなって大き

く変化してきた。

88年 9月，大杉符森林組合と岱111森林組合とが合併し'印11村森林組合が設立主れた。大杉谷森

林組合は林院栴業l乙， 741111村森林組合は加工事業にゆ心をもっていたため，合併は双万が補完す

る形の事業援問委可能にした。乙の成身さは次の 2つの}誌面でうかがう ζ とができる。第一にi拐伐

実行体制の強化により，集i張関伐方式の新JoYl実行会可能とし， 89年から!日符111森林組合管内の寸I

で間伐が連れていた地i乏に集中的に作業班ぞ投入して事業の拡大会図っている Q 第二に， 11耳伐司王

梁の拡大lζ{*い，加工場への原水の酪接搬入;滋が増大し，加工部門の拡充とj京*繍述zの安定イをも

たらせたζ とである。 ζれらが持つ怒味については後で向.びふれる o

さて，合併ta問にはさむ88年!廷について，森林組合経営i乙占める閥伐事業の{立援告見でおこう。

宮川村森林組合の間伐関連事業は鵠助間伐事業と小箆材加工事業とに大きく分かれる。ただ，補

助i話i伐事業は森林組合事業全体からみるとわずかなので， ζこでは小後料力!l工事業についてのみ

触れておく。小箆材加工事業は官111村・梅林組合綬営の織も裂な基盤でみり ，88i手伎のi院議額は
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21隙7千万円，森林組合の総 表-3 作業班殺の作業磁7JIJ.月万IJ延従事1:1 数C'I~iJI I滋林組合1987年)

収益額7倍n千万円の38%を
ヰ1佼:Iヨ、%、人

Iljj伐 伐伐採:1i関j相係対 小言ibli工場巡林その他月詩l
占めている。また，利指自制 )J 

では88年度の総事業利益額
1月 日数 87 l 16 104 325 181 44 654 

比本 (83.7 1.0 15.4) 15.9 49.7 27.7 6.7 100.0 
84河万11]のうち，日夜万円， 2月 El~5I: 43 57 100 292 144 96 632 

61%までが加工事業から生
比率 (43.0 - 57.0) 15.8 46.2 22.8 15.2 100.0 

3 )g 悶数 47 45 92 312 137 72 613 
みIJ:¥されている。森林組合 比率 (5l.l - 48目9) 15.0 50.9 22.3 11.7 100.0 

級官にとっての間伐関連事
4月 問数 71 32 35 138 333 149 28 648 

比率 (51.4 23.2 25.4) 21.3 51.4 23.0 4.3 100.0 
業:の意味は財政断での鴇 5月 日数 198 56 254 341 6 17 618 

l乙留まらない。作業組織に 比率 (78.0 22.0) 41.1 55.2 1.0 2.8 100.0 
6 )ヲ 日数 177 31 208 335 141 44 728 

ついても抵援な関連争有し 比本 (85.1 - 14.9) 28.6 46.0 19.4 6.0 100.0 

ているのである。
7月 日数 145 36 181 363 208 16 768 

比ヰf (80盆1 19.9 23.6 47.3 27.1 2.1 100.0 
87年現在で!日間111森林組 8凡 日数 136 44. 180 309 137 18 644 

合は伐出fJ110名，造林J邸I13
よ七ヰi (75.6 24.4 28.0 48.0 21.3 2.8 100.0 

9月 臼数 99 66 39 204 347 127 10 688 
名，加工場16名 イを i七本 (48.5 32.4 15.4) 29.7 50.4 18司5 1.5 100.0 

組織していた。 伐出班は主
lOJl 日数 120 31 18 169 383 259 19 830 

比五戸 (71.0 18.3 10.7) 20.4 46向l 31.2 2.3 100.0 
伐.1/日伐作業~，造林fJlは 11月 日数 132 7 10 14.9 357 278 6 790 

造材、・保育作業を，加工場
比率 (88.6 4.7 6.7) 18.9 4.5.2 35.2 0.8 100.0 

12月 日数 200 12 54 266 381 224 13 884 
はj武力n工・製材および製品

販売会 ζ する O

3は， 1 l::l'I;;iIl1梅林組合の作

H手間にどのよう 資料:1987伴、間J[I森林組合銭安余台船・出役得
な作業般に従事したかを， 注 1)上ヒネは千今月の延従事臼数iJ?100とした11寺の作業所別の従事日数の

月加に集計したものである。
情IlX比率である。なお、伐:1:¥関係の各作業の比3千対立小言Hζ対する
締成上ヒヰ{o

87年の総従事iヨ数8，4971ヨ 2) 1I司伐には、伐倒およびi艇Hが含まれる。 また、阪:Jiが含まれる。

のうち，小話料加工場での
また、機:IJ，ζも一部!日j伐の殿::l:¥が含まれる Q

3 )その他のiこいには検診、研修埼玉が含まれる。

日数が4，078El，比率で

48.0%を占めている。また，間伐および悶伐材の搬出作業への従事臼数は1，442El，全体iζ対する

比本で16.4%， {支出作業全体の中での比率は71.2%となっている。とくに，伐出関係の作業班員

は，ほほm月間伐作業l乙従事し，間伐木{え倒W1の5丹から 8月や，主伐材の抜臨が減少する 1---

3月には間伐材の蹴1:1:¥によって主義援な就労機会が提供されている。また，加工場開孫では毎月

均mJにい人当たり20El恕!交の!説mが揃;保されている Q ζのように作業班鈴の通年緩問の実現舎そ

れによる労働力の悶定化の耐で間伐関連事.業は大きな効果・~発防している o

3 -2 間伐実行への務林組合の対1:6 - I1日伐コストの比較分析

①間伐補助事業の実行プロセス

間伐補助事業の計i関手Illi~iおよび実行形態ぞ間総事業中心に兇ておく。

森林組合は森総事業， 1m総事業の計鍬作成の基礎として森林薄から出i伐必要林分令抽出して 5

年間の嬰間伐副総のj怯定を行い，年1mの事業墜を概算する O 一方で鴎段補助事業の実施について

は，名作2)ヲか3)ヲl乙翠年肢の補助1:13詩iせを蘇林所平王者が行い，森林組合はそれぞとりまとめ
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表-4 林望誌の燦t*~選所得と 11司伐災行断続

タ 人~I林 間伐i以 椛滋?収 間伐実行 間伐災行悩積 (ha) 
イ 職業 酒税 入金額 入金縦方法
プ (主業) ( h a) (万円) (万円) ， 8 5 ， 8 6 ， 8 7 ， 8 8 ， 8 9 

2 3. 5 1. 4 O. 9 
1. 3 1. 8 2. 1 

実行 ~行

( 2 ) 公務災 2 0 2 0 風用 O. 7 1.6 
50 mUH・滋組 4. 9 3-5 3-5 3""'5 5 

資料‘{閲7JI日渇き取り fJ~Jままにより作成
法:r，SJ伐および1投資収入金総は881ド災級

計i麗i吾作成する O このようにら年期の張関伐面積の指定と林2まからの各年の補助市総によって組

み立てられる実際の隙伐補助実行前I'fillとの関述性は部いものの，前者はおおよ

予測や近年開始された銀問問伐対象地の盟主立に手Ij)Ijされている。

さて， r羽{文芸持議の実1績にあたって，森林組合は事業地の以!J鼠径行って，事業費イ会見絞り，森林

所有者からその 8ないし 9制限度の払い込みを受ける。そして間伐実施後に峻工検涯を行い，補

助金申請をして補助金交付ののち精算する。間総卒業での補助金額はhaおたり 63千円と積算さ

れ， ζれから森林組合受託手数料などが悲し引かれて，実際には約47千円が補助される O なお，

森林組合が蹴接間伐補助事業/i:実臨しなかった場合には林家は補助金額から森林組合手数料と

し51いたha当たり3"'-'4万円が支給されることになる。

ところで，宮川村では，間伐補助事業においても多くは林家や素材生賎業者が実質的な間伐の

ある。 85"'-'88年度の 4年期に!日首rJlI森林組合内でI}j]総事業によって部伐密実11lliしたうだ

林家数は87戸， E正樹舗は455.7haだが， ζれを間伐災行主体加に集計し協すと，自家労働力での

行が40Fi， 113.3ha，廠用労働力による実行が14戸i，221.8ha，若草林組合委託が9同， 19.8ha，素材

往路3義者への立木販売によるものが24戸， 100.8haとなる。

では，なぜ宮JlI村において森林組合の鴎伐実行シェアがζのようにほいのか。 ζの点について

以下で簡単な分析をしておこう。

@林家の間茂投態構造

80年センサスによれば， 1!iJl li:すの林家数821向。のうち保有山林悦l~5ha米綿iの林家は574同， 70 

%脅出め，全国と同じく零細!認が多い。しかし，保有規模20hat苦境の林家も少なからずみられ，

間伐突行において10"'-'50haJ認の行動が議嬰な鍵去をにぎっている。さで，林家のi問{先行動をみるた

めに11戸の林家から開き取り純資奇行った。表戸 4は乙の結5果巳から 9同lに乙ついて間f伐支突行4状犬i況児4ぞ診

I中iやiドゴ心心、iにζEま主とめているη

袈約すれば，林家のi窃伐行動は大きく 2つに類別できるo 第一のグ、ループは際伐材の控産と販

売を主要な就労と家計所得の機会にしている林家であり，間伐材の販売が大きな意味ぞ持つ。

このグループは保育智頭の一環としてII~伐告とらえており，必要に!おじて間伐費用の支出告もい

とわない林家である。

第一のグルーフ。は，ほほ錨年間伐と在実行し，年間数十万円から数百万円の1m伐収入を得ている。

もっとも， 11\\1伐収入の大部分は自ら投下した労働Jの報酬(労資約~部分)であり， I渇伐木から



られる立木代ないし地代

は殆ど合まれない。すな

わち，家族の就狩機会と

して間伐住躍を佼誼づけ，

その報開Hとして間伐収入

があったといえる。もう

一つの特徴はシイタケ生

との複合経営が大学ぞ

占める乙とである。 ζれ

は，シイタケの住臨期間

(10丹........4月)と間伐

( 4月........10月)のj明闘

がずれており 2つの生

産ぞ組み合わせることに

より通年就労が確隙でき

るζ と，シイタケほだ水生!査に使用される築材機等は，間伐材の搬出の!怒lζ|司じように利用でき

ることから，労働と資本整備のi蕗において結合住践を可能とし，しかもその選択が経常にとって

有利だからに地ならないヘ

第二のグループは，第…のグループに比べて保有人工林阪商が大きく，しかも安定した業を

もっ。間伐生躍は自fiilfの労働力で実行するか森林組合に委託する場合が多く，一部，

者への立水処分が見られる。

①素材技臨識者の間伐生臨機溶

!開き取りでは，協JII村内には15'""-'20人の素材生践業者径数えるが，伐材在取り扱う業者は4

"'-'5人で，残りは|剖伐材の生J援のみぞ行っている業者である o このうち間伐伎践を行っている 10

人の業者から聞き取り調査宅金行い，まとめたものが表-5である。

器材主主陵業者の間伐実行状況をみると，専業で、間{主投践を行っているのは日 Fの 2人で‘あり，

シイタケ生醗や他の仕事との謙譲を行っているものが多い。議材技蹴識者は，立木あるいは林内

伐樹木の状態で閥伐材径箆い付けるが，以前と比べ立木での演い付けが増加している o D， E. F 

は部伐{到l木のnT，入ぞ行っているため， f自の業者に比べて取扱議が多くなっている。しかし

盤の多少に関わらず，日常的には家族労働のみで間伐住躍を行っている場合がほとんどで，必袈

i待lζ労働者を臨時j援用するだけである。:t，*地保有規模も零細であり，自家労働力で勃i伐引遣を行っ

ている林家と大差がない。しかもシイタケ住陵会策識している素材生践護者の場合には，林家の

第一クツレーフ。と同じ就労，所得構造をもち，間段佐藤i乙対応をしていると考えられる。

⑤間伐住鹿コストの比較分析

間伐実行にかかわる各経済主体が悶伐を間常あるいは外討うする理的は，家計ないし経営の構造

と鵠:接に結びついている。そしてp 各経済主体の間伐行動の結果，務:林組合の開伐実行シェアは

低い水準号訴していたοζ こでは，その掠j迎創出伐生総コストの比較分析から明らかにする O 比

較対象とするのは緩間労働力で間伐伝実行し{支出水ぞ素材使競護者に販売する

いの紫材使i窓染者および森林組合である。 名主体のi拐伐生!議コストの…覧を表-6 t乙治した。ま

ず，専業林家の間伐伎総コスト与をM~誌の事例で見ょう M家の森林{泉千~filifln40ha のうち人工林

面積は120haである。瞬間労働者は 4人で保育およびi均伐作業に従事している。間{えはすべて

脳間労働者によって実行されており 林内伐倒状態で紫材業者に販売される O 生産コストには議
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氾i~}L 従事者数
メミlJ::illi(内家紋労力)
本数
(本)

議材伎!波数殺の間伐災行状況(1988{ド)

間伐
;本数

1fllxJ 
1視{え
面積
(h a) 

足場丸
太任'J波
開始年

3長1配

袋一 5

日森林{来
日じ有孤高5
j';d. 

コ (ha) 

)

)

)

)

)

)

)

)

)
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主伐材街道

*林市場
1250 1250 1 1自642 

資料:泌接関きi絞り純資から作成
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袋一 6 住総:=J::{本汚Ij間伐材生続コスト(一本当り)

i渡木政 29 2自
伐倒'ff~ (剥皮) 244 300 160 
iお1イ奴 150 
巡材質(検尺) 100 
巡材質 20 
森組手数料
市場手数料等 60 

2) 

ス
ml伐補助金術 45 75 

ti: 1 )伐{がj状態で紫材業者に販売した1¥士官lli

2) I目立た災施前の下刈使用

300 
300 
150 
25 

100 

3 )お項目の合計と l:f~政コスト詩1-は必ずしも一致しない
4 )ζの外に 2m:r;t582ドを生践している

497 

資料 :M家、おiれiミ産業g'?，安からの開き取り絢資結果、間JlI村森林組合内部資料

単位'オ玉、内/本

570 453 641 

23 
51 

水， j伐倒，剥皮までの費Jtjと P 林地盤理費(間伐の下準備として行う下刈口掃除刈Z罰則)が合ま

れる o 盗コストの合計は a事業地で 1本当たり356Pl， b事業地で453P1である。，議材

"l:::産業者へのl!反売ltifilliはa事業l'Ulが300FT]， b事業地カ>400円であり，明らかにマイナスだが補助

金を含めるとかろうじてコスト会カパ…できる水準に速する o つまり艇j苦労働で1m伐を実行した

場合，間伐終授をJ!白うのがやっとで，間伐によって立木代を得る ζとはi潤雑である o

次lζ立水質いの場合の紫材生産業者の偶伐往路コストについて見る O 表iζ事例的i乙示したのは

開き取り調査結果での段低値と最高値である。立水按， f主倒賛，出材費は，間伐対象地の:立地条

件，林ID&，閥{伐木の形状，間伐率， ~Hこまとまり等によって大きく左右される O なかでも立

地条件と議的なまとまりは議授なコスト製悶であり，林道からの距離300m以上の場合には架線

接材が様mされ1000本以上のまとまりが必裂になってくる。また搬出距離の限界は1000m混成と

され，ほとんどの林地はζの範[郎内に入っている。と ζろで生!窓コスト lζは大きな授があるもの

の，販売主詳細から生渡コストし引いた紫材生産業者の余剰はほとんど変わらず，ゼロ lζ近い。

すなわち，間伐材の販売金額から各閣費用(資本装備のj減価償却問ぞ含む伐剖.U~材資・販売費)

そ差し引いたを~りはîC.7!交代として計上されていると湾えてよい。そして，援なのは，伐削・出

材質のli1心があくまで労賃から構成されている点であり，労賃水準が間伐実行の器準となってい

るζ と.である。

最後に森林組合の閥伐住躍コスト宅金 4事例から見ておこう。森林組合が間伐事業を受託する場

合，了r.水代の拾出と帳簿上の赤字問避のため，森林組合の経営問問に充おされる手数料や林道端

から森林組合加工場までの理科捜ぞカットしたり，森林総合加工場での引き取り伝li1告の引きょげ

によって内部調整を行っている O 事例AとBでは伐採授と立水質， Dではf:!<倒授のみが費用とし

て計上されており，手数料器材授~合んでいなし九従って，森林組合の実質的な生産コストが

素材住産業者を上部ることは確かだろう。開伐生産過積だけを取り出したとき B 議材生産業者な

いし林家の労賃水準が限界的な間伐生政コストを決定する主主醗構造の下では，森林組合の間伐生

産過程への参入は本来ありえないことになる。設いかえると， ζ こにはf患の論躍が働いていると



考えられ，それは加工事

との関係!e3jとめられる

だろう O

3 -3 Iおj伐小f長材力11

ヱと市場対応

現主の森林組合経営の

裂である加工事業の腿Ofq

過程から見てい乙う。!日

前rJlI森林組合で抗加工が

開始されたのは70年頃で

あるο 加工施設導入の動

機は，雨天i時の作業班員
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決-7 官JlI村森林組合加工事業の般移
単位:ごI土木 m'. 千円
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資料・筏JII~寸滋林組合内部資料

の就労機会の確保であっ

た。そのため，独立した加工体制を編成しておらず，加工は間断的で住総本数もわずかであり，

しかも原水は伐木の米水に中心がおかれていた。販売先は松阪市議林組合や宮川村および多気

郡町村に限られていた。加工作業に専従する作業段ぞ確保し，本格的l乙事業奇開始したのは74年

からである。その後， 78年には販売活動を強化し市場開J手地図っている。 80ij:頃までは大阪主主rl:t

心lζ静i潟県まで‘の範i親に販売拠点をおいたが，大阪市場への愛媛眠からの小径丸i制~~口-1誌の流入

会契機に，関東方出へと販路を転換してきた。また版路のj広大に伴って，杭・支柱JIJ}点ヌドぞr81伐
材の曲がり材に変更し，製品も足場丸太を増加させるなどの対誌をとっている。さらに， 87年に

は新潟摂で!誕不即売会創立j催，it:， 88年iζは愛媛製品の関東市場での流通滋拡大に対して，

媛県森述から杭製品在践い入れ宮JlIH森林組合のブランドで販売するなどの市場対応で競合同灘

とシェアの拡大をi窺ってきた。

表 8 三搬谷木材からの{士人小径十イ原水のj1~fJ( ( 1 9 8 8 ~I:皮)

長級 じま分
(m) 

4 母i 2.276 3.9 500 250 443 
4. 5 gf 4，788 8.2 800 300 502 

5 iif 276 0.5 700 300 520 
5. 5 iil 15.910 27.2 1.300 450 697 

i的小山 2，782 1，200 600 926 
6. 5 1111り 2，113 1，150 650 876 

火山り 8.124 800 450 573 
その他 2.891 1，300 450 694 

7 詰| 33.911 58.0 1，450 500 952 
組小山 8，177 1.450 800 1.142 

8 1[11り 9，279 1.350 770 1.067 
火ItlJり 13.8011 1，200 500 764 

83年以降の加工

の収支と小筏材加工品

をしたのが

?である O 年度に

よって若干の変動はあ

るものの，氾場丸太，杭

製品，製材品とも

は増加傾向で推移し，そ

れに伴って収入も

した{rllびを訴すととも

に，徳ij三利滋を計上して

いる。加工事業の中心

は足場丸太および杭製

品なので，以下それに限っ

の内容につ

いて具体的な数組毎月1

いて分析ぞすすめる。

関 2は，?主rJII~寸森林

資料 198 8年度沼JlI村森持組合仕入れかミ淡
注・区分は形状{めがりの絞!変)によって分室長
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f士入 Au 'Je 

足獄
事l.;t

tEEJE14ffE日続
:日五日]50'f;{:，!:ド1_~{'(7)f1!!l\\l'j. 1 製

(盟主口
加工

間一 2 '8'1111ぜ森林組合併j伐材加工場壱中心
とした原水と製I引の流通
(1百 88年度)

資料:筏111村務、林組合の仕入および般犯帳簿
から{午Jjjz

法:水材市場は、瀬谷水Hと丸天木材市
場であり、その他染者には、飯高IIJ]森
林組合、足場丸太流j滋業者が含まれる。

組合加工事業における!原水・製品仕入と足場丸太・

11L製ITl販売の流れをまとめたものである。まず，

j京水仕入からみると，既述のように大台町の三日報

谷木材と丸叉木材市場および飯潟IIl]森林組合共阪

iliから主に仕入れており，その中でも三三詩!賃金F木材

からが最も多い。表-8に三瀬裕木1iiJ.から質い入
れた小f刻、オの長級JJIj.形状別内訳を掲げている。

箆級加では，市場での取引盤が最も多し、7m'"'-'8.5

m材(以叩ド7m材と 111許す)およひ(5.5m""'6.5m材

(以ド5.5m料と略す)会中心l乙仕入れており，両

方でi仕入本数の85%に迷する O そしてζれら長級

のFやでも大曲材が多い。乙れは， 1本当たり平均

単価が斑小5.5m1iiJで 926内， 7m1イで114213]， I出併

の5.5m材で876円， 7m材で1067円なのに対して，

大出材では11IJ材と比べてすら各議級とも約300円

く，しかも市場での流通裁が多いことによ

るO つまり，仕入やすいのである O そして，大出

材は杭・支柱に裁断加工主れる O

60'"'-'70同の林家から1吋数本から数百本の単純で， :îDi三や投{f~状態や林道端lζ集積された

状態で仕入れる!間伐小掻材も， 4万本1強度ある o 1本当たり平均の工場関い取り価絡は約550円

と r1'i場での総平均搭札{凶格lζ比べると ~I~;~Iζ安いが，その袈な理由は，剥成が不十分であった

り，検寸や{士訳が充分になされていないためである O 加工場での生産の流れからみれば，子行場か

らf:l:入れる小筏材のtJ'が形質も部jっており効率的だが，加工原水の早急な縦保が要求されるとき

には，林道端までj品科されそど!事されていた関税材の利用が有利になる。

また，加工場では20%弱を杭製品で仕入れている ο 変媛県選2・j惑からの仕入は，第一義的には

!日付森林組合ブランドで販売する ζとによって関東市場で、の競合的:il1Hを詰的とするが，杭製品の

袋一 9 統・ 1足場丸太の長級5j!Jl仮売内訳 (1988年度百JlI村森林総合)
単位:本、千円、%

1.5 100，101 14.6 33.3 21，560 10.5 29.2 
l剛2 88.399 12.9 46.2 11，575 5.6 34.8 
0.6' 84，881 12.4 58.6 8.565 4.2 38.9 

l 70，826 10.3 69.0 7.342 3.6 42.5 
0.9 47.816 7.0 76.0 5.754 2.8 45.3 
2 24，375 3.6 79.5 8.212 4.0 49.2 

6.3 19.022 2.8 82.3 25.000 12.1 61.4 
4 14，929 2.2 84.5 9.909 4.8 66.2 

2.4 13，456 2.0 86.5 7.942 3.8 70.0 
3 13，163 1.9 88.4 8，230 4.0 74.0 

0.75 1.6 90.0 0.6 74.6 

資料:'i~Jl I村滋林組合1988年度販売総得
法1)比本は総数lζ対する構成比率

2 )紫ft1J上ヒは比潜在累積したもの

在!単調整や，大議桂文への対応(I詰揃

え)の上からも重裂な意味吾平ぎして

いる O

次に製品販売についてみよう。凶

21ζも示したように，足場丸太の販，克

は関斑万謝が46千本で庇倒的に多く，

全体iζ占める総合も 8;!討をil謹えてい

るO 販売先の業態は，造翻や土木関係

の資材業者である。 また， 1県内備投:は

真珠いかfご閣が最も多く，伊勢志摩の

される O … a方， 1先製IV1

の年間生総本数は58万本で主に造問・

土木l乙利用おれる。 販売先は関東を

メインにしながらも東海，北陸から県

内にかけて広域の販売関守備保して

いる。取引先は足場丸太と伺様iζ造



間や土木の資材業者が

多いが，県内では建設

などの段終

への小滋販売もみられ

るo

ところで椛製品およ

び足場丸太には，長級

についてだけでも 50以

上の)~\!絡があり， f長級

や加工処flH方法まで加

えるとさらに製品規杭

は増大する O しかし，

-9 fこポすように，

令長級j見絡は|怒ら

れている。販本数よ伎の長級 6規格で本数の69%，金憾の43%ぞ占め，上位12佼までだと本数

の90%，金額でも75%に速する O つまり，長級の函で、は13翌準化がすすんで、いると見られる o そし

てζの長級の開準化は在!政管理ぞ比較的椋易にしていると考えられる O

i脳炎lζ'1;>;111 (村)森林組合が小結材加工事業与を安定的に拡大しえた嬰閣を検討してみよう。そ

の喜主的ぞー認でいえば，森林組合の迅速な市場対応とそれぞ可能にした仕組み作りである。具体

的に見ていζう。

まず，資材業者は自ら製品ぞ;夜節する事が少なく，掛林組合は資材業者から;民級，太さ，力III

処f5l1の指定をうけた製品を受践し，業者あるいは業者が指定した筋工現場へ納入する。納入期|出

は受住後数日であり， 11m当たりの取引盤も大きい。表… 10は，取引議委主硬な 3業者について

見たものである O 足場丸太では 11目当たりの1JZ均取引;敏も 20045:止まりだが，杭製品については，

11IIJ当たりの取引本数は平均で1500本前後であり，その分布も1500本---2000本が小心となってい

る。ただ， 1間当たり3000本以上の取引も A，C染者でみられる O ζのような校文に対応するに

は，標準規格の杭製品については高踏をもち受住に即応できるi体制を用意しておく ζ とである O

そのためには，半製品ないし製品在!車問の土地と資金の手当が必裂となろう。また， 1由業者から

の製品投入も在隊機能の補強という記から期解できる。 11村内や飯南，飯高i均i1すには零細な家

族経営の杭加工業者が多く存在しているが，森林組合小筏材加工事業はζれらの揺で優{立にたっ

とともに，うまく利用できる構造ぞ有しているのである O

2 ，ζ， '@;)II森林組合の市場開桁隔での経営努力安あげることができる。先にも述べたように，

製品の販売閤は地元から関西，そして関東へと大きく変化し，現千五は車rr潟方面でのm場IJ丹羽jもi玄!っ
ている。関東市場への販売阪の要点は，大量受注!と一方でいかなる小誌の特殊な注文にも抑力的

に対応できる能力の形成であり そのために製品市船主も悶営体制で仔い，あわせて滞嬰動liI]に関

する情報の入手手段としても鍛瓶i刊に利用してし、る。

3 K.価格競争力の維持である。杭加工は利益本がほいためJJ;(水{llIi;Nをの好に対して生産コス

トの時iJi，成会必要とする。白川村森林組合は争IJl支機械や焼き杭加工の機械の導入や生政ラインの変

どによって~+:i京コストぞ下げる努力会してきた。その結m，断水仙i絡が 1 本当たり 5501可 Hi1

1定からfJUf700円程度になっても 製IWdl控除誌の上昇告押さえて生産できる体制吾作り出している O

しかし，校怒しなければならないのは，森林組合の製!日市場て。の梢版fl'Yr1''Y!lIJJ守支えた大きな

条(!I二として，地域の小係材流通綾部が有効に作動してきた ζ とである。すなわち，三瀬科水材と
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表 10 干ii.・足場丸太のi取引取例 o;rJl[村森林組合 19 8 8 iT.:J.交)

1lif立:@]、本

取引i関数
本均取引本数

" 500ヱド米満
iお500-1000
当1000品。。
り1500働2000
!f~ 2000-2500 
2250問。。

28 
1.440 
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資料.釘J1[付税林組合 l告88年段級苑!被約
出 1)平均淑ヲ121>:数とは、 1[r;n ~1たり平均の取引本数
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丸天木材市場という 2つの小篠材市場が地減lζ形成おれ，必裂なi取水巻大;慰安定的にかつ{士訳

された状態で制連可能なことが，製品市場への対応に経常努力ぞ集中できた袈|澗lζ{むと主らない。

それに， f士訳の手i百jがかかるという問題点ぞ践しながらも P 最i!Iでは接関側伐方式の路用によっ

て，原水入手ルートを按数化し原水調達の安定母国っていることイをつけ加えるべきであろう o ま

た，小結材力11工業は利n!.¥Jを生み出すものではないため，森林組合加工場以外に在鮒機能会有する

事業体が現れない。
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三瀬谷*1サ小径材取扱ほと綴*-1'組合液lTlZりシェア
取UJ::本、%

1 1 まえ

15.3 
17.8 
45.3 

2l.0 
23.2 
47.4 

市
場
淑
倣
滋
と
形
状
別
内
訳

19.8 
17.5 
43.9 

21.2 
23.6 
42.1 

23.9 
23.1 
39.8 

17.3 
16.5 
44.3 

¥ 11ま小
6.5仙

火山

31.5 
21.8 
39.3 

25.8 
25.7 
紛町9

30.5 
27.5 
36.4 

25.9 
21.7 
44‘1 

iJli小
IJll 

火山i

8 

20.6 

19.5 
4.5 
39.0 
8.3 
16.1 
6.5 

24.3 

19.7 

3l.3 
4.2 
27.5 

9.9 
20.2 
7.6 
23刷0
30.5 
25.8 
1.8 

24.5 

13.8 
15.1 
18.6 
21.3 
23.1 
1.5 
3目7
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18.1 
l.8 
18.2 
0.5 
43‘0 
4.0 
17.1 
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松阪

宮JII
松阪

ぬ・JII
k公阪
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f公I!足
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IJlI 

大IJll

15.7 
6.4 
5.8 
9.5 
15.9 
18.1 
22.8 
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28.9 
8.0 
4.2 
0.7 
26.2 
5.8 
53.5 
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8.7 
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15.4 
25.4 
9.1 
10.4 
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18.0 
13.5 
21.0 
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18.6 
15.3 
6.6 
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8.7 
17.1 
25.7 
8.9 
20.3 
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松!奴
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吋
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大山

資料三瀬谷水Jイ各句:1 0 flの11ill市分の{え以
注 1)鼠取りシェアは各長級、形状矧lの市場総取引本:数l乙，J3め

る各組合が潔い取った本数の比率である。
2 ) Jr~!1犬は IJlJがりの慰!立によって区分、たfごし料、 1怨{イ

はtきまない。



るo ①形状別内訳は各年ともほぼ一定しており，

5.5m材， 7m材とも大EllI材が 41時前後と中心会占

める o @'i日111(*1")森林組合の仕入材の中心は，

85---861f::のi区小.l肋材から87年には大山材へと

変化がみられるが， 88---89年には全てでシェアを

大きく務とす。@市場での上位の挺万である松

阪市森林組合との関係でみれば， 86年までは宮川1，

松!授とも仕入f設を増大させた後， 87年には競合関

係が現れている o この ζ とは宮111(村)森林組

合の仕入比率が高まった形状の併については松

阪市森林組合のシェアが低下し，その後， 8'111 

(村)森林組合のシェア低下iζ伴ってシェア毎回

復ないし拡大させていることからHEiJ羽が可能で

ある。なお， I海き取り淵資によれば， 89年からゆ

勢森林総合も8'111森林組合と間程度の仕入を開

始したといわれ， I白川村，松!授rti森林組合とも{土

人;抵の多い曲り，大曲り，特大1111り材については

6---7¥剥が 3森林組合によって搭札されている

と考えられる o つまり，小筏材i:l:入において森林

組合間の強い競合関係がうかがえるのでぶある o

次Iζ，5年rmのfM名変化を表…12でみよう。名

Jl~~犬の材の85年平均ftlli格~100とした指数で各年

の平均価絡を示すと，前年'"'-87年までは各形状の

材とも94'""'-'110で安定していたが， 88年'"'-89年に

なると130---170の水準へとi急騰しており，しかも，

I11Jりの器使が大きくなるほど上野総も大きい O

ζれは市場への出荷;抵の変化があまりないiがで，
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まえ-12 小筏科似桁のi能移と滋林組合~取り1イの初対
悩iおの変化

単位:内/本、%

3JZ均111.倒1 指数
災さ形状 1985年 1言偏百許認証819函

iJ~I小 801 99 106 130 130 
5.5m r111 683 101 102 136 130 

1、1 メにr11J 378 110 100 159 170 
6.5m iit 513 113 112 151 150 

数 波小 1071 98 101 122 131 
7m ulJ 897 98 98 131 136 
1 大山 605 97 94 145 144 

5.5m 1幼 95 111 111 91 
官r )大u11 87 97 112 91 100 

6.5m小計 81 133 99 71 87 
i区小 86 92 102 93 95 

111 7m 1鈎 94 102 115 85 98 
大山 95 102 101 90 97 

8m [小ぽ3/j1、・ 97 98 89 93 8百
89 82 90 95 96 

5.5m 1111 96 103 102 95 103 
1公 1 火山 101 110 99 109 106 

6.5m小母! 107 110 120 99 106 
妥当小 80 87 84 89 88 

阪 7m 闘 100 100 93 98 99 
大山 92 103 104 103 103 

資料.三瀬谷水材市場各年10月のlfffirtJ分の伝認
注1)形状は材のi加がりの総j廷で区分。
2 )総数の指数は85"ド会100としたIU1、協JII、{会

阪のI11的立総数の平均i社側iぞ100としたときの
各選手総w取り平均 lil. {r百の t~対 1，断絡ぞ指数炎
示したもの。

指数:の増大がもたらされたζとぞ反映するものだろう。とくにζの傾向は杭加工出版7/去について

しい。一方，市場の平均価格に対する官111(村)蒜林組合および松阪市森林組合溶札原水の相

対価格をとってみると， 86年'""'-'87年には龍小材必除く出材，大11ù材でほほ'i~JII ，松阪とも平均fllli

栴ぞ務干上まわる水準で、落札しているが，悩絡が急上昇した88年'""'-'89年では官111(村)議林組合

の相対前1;協は85'"100と近!lc:.T!j'場水準高台下まわっているo ζれに対し，松i波市掛林組合は96---109

の水準で大きな変化を;訴していない。 ζのζとは， 88年κ入って官111森林組合の断水仕入持動が

明らかに変わってきたことぞ意味する。既:ilDした仕入盤;そのものの減少とあわせて考察すれば，

市場で、の原水仕入競争開避の傾向がうかがえるのである。 88年は宮111村森林組合の合併に伴って

加工場への磁j友人前材が増加し， 89年から銭関11NH北方式舎新規に採用した年比俄ならない。

以上市場可?のf::f:入盤とftIlit>各の変動をj混じて'sill(村)森林組合の間伐促進効果るをまとめると次

のようになる。 87年までは大手の鼠方として参入し，松阪市森林組合との競合関係を維持するこ

とで抵的な中心~15める出りの綜度の大きい小筏材の価格形成lζ大きく寄与し，その結果，小筒

材i:l:l 7cljへの強い統悶脅f手えてきた。しかし，小箆1;;j'fIlli格が急騰する88年以II~においては， ty しろ

市場からの仕入挫を搭とし，出'gr生腹部分を明大させることで，価格抑制機能や来たしていると

理解できる O ζのζとは-ftli.加工11:業でもある森林組合総'話・の安定化の追求からとられた対応
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であろうが，しかし，それは決して間伐生産のi庭接的な減少に結びっくものではなく，また長期

的に製品市場を確保するには有効な行動だと考えられる。

4 ま と め
一 森林組合の間伐抜躍への参入の論期と今後の課題

間伐生産は，伐倒，搬出，組材，間伐材の流通，加工， 11t~，結の版予言過臨から構成される。話うま

でもなく，これち各過程lζ棚別あるいは統合的にかかわる経済主体が何らかの経済利謎を

き，しかもそれらが有機的に結びついてはじめてトータルとして間伐の全過障が実現される乙と

になる O

ところで，各住陸・流通過額は，その技Winヲないし商品的倣絡に規定されて，取扱いの謀本様

式は大きく興なっている。官Jl I~せでは伐{fij ・剥皮が向一過程でfiわれ9 数カ月出1林地で乾燥のの

ち搬出されるが，伐{fij.斜1支過続は労働多投型の生産形態をとる O つまり，規模のメリットは働

きl乙くい。

搬出過綜についてみると，協Jl I村では，林道から 50m穂波のml~離であれば入力によって

搬出し， 300m以上になるとジグザク架線総材や…般の架線築材の方式が…般的になる。 ζの場

合には1000本以上のまとまりが援求され，規模のメリットが働く絹街も現れる。しかし，現在の

間伐林分保有構造からすれば， 1事業地で1000本のまとまりを得ることは界島でなく，しかも搬

出手段そのものも多額の資本を裂しないζ とから， 1111伐木所有者との交渉において住践者が強い

ノてーゲ、ニング・パワーを発聞できる関係にはない。つまり，伐出j品f援において，森林組合が規模

のメリットぞ発揮し P 競合関係の中で俊{立に立つ佐藤力構造は弱いとみる ζとができる。実際に

競合関係~生み出してきた背罷は，地域労働111' 1易lζ規定された，自己の労授水準の実現のみを

求する林家や'翠高!日な器材生態業者の行動であった。従って，悶定労働組織ぞ擁する森林組合が乙

の過税l乙参入するには，事業地の集槙によって，作業単位をまとめるとともに，パーゲニング・

パワーを発概できる体制吾作る必嬰があり，それが接間関伐方式と考えられる。

間伐材の流通過程以降の取引形態と取引抵については，製品の販売過程(諮袈構造)から遡っ

てみていζう。足場丸太および杭製品の潟袈の中心は都市部にあり，その裂な流通の担い手は

造翻・ j二水資材業者である。 ζζでの流通の特徴は，納期が鋭く，取引単位が大きい ζ と，また

業者は:街路をほとんどもたず¥加工業者から最終節嬰者への阻接納入が一品史的なことである o つ

まり，加工業者は製品の品揃えと謀略機能fをもった産地問態としての役割が期待され，加工と製

品集荷および在l単にかかわって大きな規模が要求される O

しかし，足場丸太や杭の加工過程は，基本的には長代の材を規定の認さに裁断し，統:Yeや1m取
り加工をしたり，防路処理主台行うだけで技術構成は単純であり，長期開の技術の蓄積もあまり必

要としない。また，生産設備もそれ程大型ではなく，投銭効率が規模に規定される側面は弱い。

家紋経常の零細な杭加工業者が三三重限内に多く停在し，また宮JlI森林組合が初期には小規模な杭

加工や行い得たのも ζ うした加工過棋の特徴からきている。従って，加工過程の規模を強く規定

するのは，いかなる販売戦略会採用するかである。ただ，規模が拡大した場合?ヨぅ躍ラインのお1

み立てが生産効取に大きく作用する ζとはfi痛かである。

j没後に開伐材の流通過程についてである。現在，材の仕訳は人力で、行われている。また，加工

過腿は一般にi詩的な品備え毎要求するものでもない。ただ，足場丸太閤小探材はそのまま足場丸

太として利用され，資材業者"が関万として木材市売市場lこ[丘陵参加すること，また杭加工用小結

材についても森林組合のような大手の杭加工業者の登場にともなって一域的取扱いが裂求されるよ
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うになった。そして小探材の集樹は，大手認}Jの取引コストをぽ縮し，小銭材fr隠格の上昇をもた

らした。その結果，木材子11売市場の手数料収入の増大に結びつく可能性をもっ。官111村にかかわっ

ては，三三瀬谷木材およひ。丸天木材rljl~告がζの機能を果たし，間伐材の市場奇形成してきた。

以上，防H主主主1選・流通の各過摂について検討してきたが，規撲のメリットが発即されるのは，

原水流通と製品販売過程 (ζれに付随する加工過程)であり，この過艇には森林組合が参入しう

る経済的根拠を存している O 一方では，間伐材の加工・販売過程においても利潤の讃符は凶難で

あり，それゆえ森林組合のような民間と公共との小Ifu11ζ{立殺する紘織が公的補助を受けてこの過

鶴巻担う必裂性もあるのである。間111*t諜林組合や松阪市森林組合が小経木の1Jl1工・流通事裁の

拡大を最も重要な綬1営方針としてかかげ，製品市場への対応を議視して経常組織ぞ編成したこと，

また， I蜂践の飯高町や鍛南町線林組合が小径材市場を開設したのもこのような筋において1盤解で

きる O そして， ζれらのζとは，間伐材製品稲喪の発掘・拡大と間伐材価格のヲiき上げを通じて，

地域の閥伐体制の確立と強化に大きく践献し，林家にも利益舎もたらせるものであった。しかし，

しなければならない事態が新たに起乙っているように思える。それは襟林総合による集間関

伐と製品仕入の動きに対する盟併に対するものである。

間伐住j窓 ~t立ってきた林家および議同生機業者の老齢化が進行し， ζの分野に新規参入する

{本が見られないζ とは確かであり，森林組合が諮問問伐方式によって対応することは，森林組合

による閲伐の組織化という状況を明示的に強み山ずにとになる。 また，労働力の安定!起用の闘か

らも諮識を有している。さらに森林組合の加工事業の安定の泊iから新たな原水入手のチャンネル

奇形成し p 市場での競合関係に伴う脱水価格の高騰径約避する ζ とは，足場，杭製品の加工・流

通構殺を維持するよでも有効である O これらのuIIにおいて襟林組合の事業器開と地域の間伐躍

の総織化とは矛崩せず，むしろ撹接な関係~有している O

しかし，森林組合は製品の流通過程に探くかかわり， ζの議穂~議機111乙事業態!荊ないし組織金

編成する方[iIJIζ歩みだしているのであり， ζこに作用する企業としての論践の枠組み与をはずす乙

とは容易ではないだろう。すなわち，地域に拘束されない企業燦聞の方向性を否定できないと

えられるのである O その端的な現れが愛媛県森速からの製品仕入で、あり，これは関東市場でのシェ

アの確保と競合関係の問避，つまり企業組織防衛の論理l乙他ならない。 ζうした市場行動は，今

後，地域内での原水{共給力の低下にともなってー腐拡大する可能性があるo ζのζ とは地域林業

の生産を支えていくべき森林組合のあり方からすれば矛摘した繰営行動ともいえる。しかし，こ

のこと自体広域の森林組合間の提携と見る乙ともできる。あるいは避に， {涯に森林組合間の競合

だとしても， ζのζ とが地域の1~'~をこえて全体としての林業生態の活動の!底上げに結びっくなら，

それはそれで櫛わないともいえるだろう O

最後に，残された研究課閣と今後の研究の方向についてふれたい。本研究で，三重県沼!日村会

対象に分析した結論は，間伐チ:践および賠j伐材流通過隠は p 利潤のJ接待がi羽mで労援部分の獲得

毎日的とした生践がおζなわれており，その中において森林組合が経済的に参入可能な過際は，

間伐材流通および抗加工・販売遊説だろうという乙とである O ζれは足場丸太，抗製品という i浪
された生政・流通構造のもとで引きU1された結論である。そ乙で今後の箭 lの謀総は，上記の

限定っきの結論が， INiJ1伐材子構般の生総 a流通構造のもとでも同じように導きIl:lされるか令検説ず

ることである。またそのためには，全国の森林組合経常は，関伐関連事業にどのように関号して

いるかを抱臨し，典型的々森林組合縦長?の分析が必要である。部2の課題は;守111村森林組合にみ

られる森林組合の企業的!議開についてである o 協同組合といった'Ifl:格付けや地域的制約が滋林組

合の企業的な経常燦IJ自にどのような矛脂~もたらすか さらにその矛鴎の解決にはどのような経

営組織編成ぞし，場合によっては制度的対応が必嬰かや考える ζ とである。
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なお，資料の収集にさ当っては，協JII村産業銀.:fE:I磁諜，宮川村森林組合，三三瀬谷木材，丸天木

材市場，また宮川村の多くの林家，紫材生産業者の皆様から協力をいただいた。記して諮fj窓を

したい。
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Summary 

In this paper， the logging and processing system of thinned !ogs is discuss日dfrom the 

view point of forest owners' association(F.O.A) busin邸 sin the case of Miyagawa引 mra

in Mie pref. 

F.O.A can carry on busin巴sseconomically in only processing department，not in log珍

ing one， because in 判明enttime logging is at commercial profit. 

Such system of F.O.A narrowly maintains the thinning of forests 欄 itis carried by 

forest owners附 inthis area. 




